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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 第 1の 化 学 反 応 物 質 投 与 工 程 を 行 い 、 次 い で 第 1の パ ー ジ 工 程 を 行 い 、 第 2の 化 学 反 応 物
質 投 与 工 程 を 行 い 、 次 い で 第 2の パ ー ジ 工 程 を 行 う こ と を 含 む 原 子 層 蒸 着 方 法 で あ っ て 、
　 第 1の 化 学 反 応 物 質 投 与 工 程 を 行 う こ と は 、 選 択 さ れ た 第 1の 投 与 流 量 で 且 つ 独 立 に 選 択
さ れ た 第 1の 投 与 圧 力 で 第 1の 化 学 反 応 物 質 ガ ス を 蒸 着 チ ャ ン バ に 流 す こ と を 含 み 、
　 第 1の パ ー ジ 工 程 を 行 う こ と は 、 選 択 さ れ た 第 1の パ ー ジ 流 量 で 且 つ 独 立 に 選 択 さ れ た 第
1の パ ー ジ 圧 力 で 、 第 1の パ ー ジ ガ ス を 蒸 着 チ ャ ン バ に 流 す こ と を 含 み 、
　 第 2の 化 学 反 応 物 質 投 与 工 程 を 行 う こ と は 、 選 択 さ れ た 第 2の 投 与 流 量 で 且 つ 独 立 に 選 択
さ れ た 第 2の 投 与 圧 力 で 、 第 2の 化 学 反 応 物 質 ガ ス を 蒸 着 チ ャ ン バ に 流 す こ と を 含 み 、
　 第 2の パ ー ジ 工 程 を 行 う こ と は 、 選 択 さ れ た 第 2の パ ー ジ 流 量 で 且 つ 独 立 に 選 択 さ れ た 第
2の パ ー ジ 圧 力 で 、 第 2の パ ー ジ ガ ス を 蒸 着 チ ャ ン バ に 流 す こ と を 含 む 、 こ と を 特 徴 と す る
方 法 。
【 請 求 項 ２ 】
　 前 記 選 択 さ れ た 第 1の 投 与 流 量 で 且 つ 独 立 に 選 択 さ れ た 第 1の 投 与 圧 力 で 第 1の 化 学 反 応
物 質 ガ ス を 蒸 着 チ ャ ン バ に 流 す こ と は 、 蒸 着 チ ャ ン バ へ の 第 1の 化 学 反 応 物 質 ガ ス の 第 1の
投 与 流 量 を 制 御 す る こ と と ； 第 1の 投 与 ド ロ ー ガ ス 流 量 で ド ロ ー ガ ス を 蒸 着 チ ャ ン バ の 下
流 側 に あ る ド ロ ー 制 御 チ ャ ン バ を 通 し て 流 し 、 第 1の 投 与 ド ロ ー 圧 力 を 達 成 す る よ う に 第 1
の 投 与 ド ロ ー ガ ス 流 量 を 制 御 す る こ と に よ り 、 蒸 着 チ ャ ン バ か ら 出 る 第 1の 化 学 反 応 物 質
ガ ス の 第 1の 化 学 物 質 ド ロ ー 流 量 を 第 1の 投 与 流 量 に 独 立 に 実 質 的 に 一 致 さ せ る こ と を 含 み
、
　 選 択 さ れ た 第 1の パ ー ジ 流 量 で 且 つ 独 立 に 選 択 さ れ た 第 1の パ ー ジ 圧 力 で 、 第 1の パ ー ジ
ガ ス を 蒸 着 チ ャ ン バ に 流 す こ と は 、 蒸 着 チ ャ ン バ へ の 第 1の パ ー ジ ガ ス の 第 1の パ ー ジ 流 量
を 制 御 す る こ と と ； 第 1の パ ー ジ ド ロ ー ガ ス 流 量 で ド ロ ー ガ ス を 蒸 着 チ ャ ン バ の 下 流 側 に
あ る ド ロ ー 制 御 チ ャ ン バ に 流 し 、 第 1の パ ー ジ ド ロ ー 圧 力 を 達 成 す る よ う に 第 1の パ ー ジ ド
ロ ー ガ ス 流 量 を 制 御 す る こ と に よ り 、 蒸 着 チ ャ ン バ を 出 る 第 1の パ ー ジ ガ ス の 第 1の パ ー ジ
ド ロ ー 流 量 を 第 1の パ ー ジ 流 量 に 独 立 に 実 質 的 に 一 致 さ せ る こ と を 含 む 、 こ と を さ ら に 特
徴 と す る 請 求 項 1に 記 載 の 方 法 。



【 請 求 項 ３ 】
　 前 記 選 択 さ れ た 第 1の 投 与 流 量 で 且 つ 独 立 に 選 択 さ れ た 第 1の 投 与 圧 力 で 第 1の 化 学 反 応
物 質 ガ ス を 蒸 着 チ ャ ン バ に 流 す こ と は 、
　 蒸 着 チ ャ ン バ へ の 第 1の 化 学 反 応 物 質 ガ ス の 第 1の 投 与 流 量 を 制 御 す る こ と と ；
　 蒸 着 チ ャ ン バ の 下 流 側 の ド ロ ー 圧 力 を 制 御 す る こ と に よ り 第 1の 投 与 流 量 と 蒸 着 チ ャ ン
バ か ら 出 る 第 1の 化 学 反 応 物 質 ガ ス の 第 1の 化 学 物 質 ド ロ ー と の 間 の 不 一 致 を 独 立 に 故 意 に
発 生 さ せ 、 圧 力 移 行 期 間 中 に 蒸 着 チ ャ ン バ 内 の 第 1の 投 与 圧 力 が 実 質 的 に 変 化 し て 不 一 致
を 実 質 的 に 減 少 さ せ 、 こ う し て 第 1の 化 学 物 質 ド ロ ー を 第 1の 投 与 流 量 に 実 質 的 に 一 致 さ せ
る こ と を 含 む 、 こ と を さ ら に 特 徴 と す る 請 求 項 1に 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 ４ 】
　 前 記 選 択 さ れ た 第 2の 投 与 流 量 で 且 つ 独 立 に 選 択 さ れ た 第 2の 投 与 圧 力 で 、 第 2の 化 学 反
応 物 質 ガ ス を 蒸 着 チ ャ ン バ に 流 す こ と は 、 蒸 着 チ ャ ン バ へ の 第 2の 化 学 反 応 物 質 ガ ス の 第 2
の 投 与 流 量 を 制 御 す る こ と と ； 蒸 着 チ ャ ン バ か ら 下 流 側 の ド ロ ー 制 御 チ ャ ン バ に 第 2の 投
与 ド ロ ー ガ ス 流 量 で ド ロ ー ガ ス を 流 し 、 第 2の 投 与 ド ロ ー 圧 力 を 達 成 す る よ う に 第 2の 投 与
ド ロ ー ガ ス 流 量 を 制 御 す る こ と を 含 み 、
　 前 記 選 択 さ れ た 第 2の パ ー ジ 流 量 で 且 つ 独 立 に 選 択 さ れ た 第 2の パ ー ジ 圧 力 で 、 第 2の パ
ー ジ ガ ス を 蒸 着 チ ャ ン バ に 流 す こ と は 、 蒸 着 チ ャ ン バ へ の 第 2の パ ー ジ ガ ス の 第 2の パ ー ジ
ガ ス 流 量 を 制 御 す る こ と と ； 蒸 着 チ ャ ン バ の 下 流 側 に あ る ド ロ ー 制 御 チ ャ ン バ に 第 2の パ
ー ジ ド ロ ー ガ ス 流 量 で ド ロ ー ガ ス を 流 し 、 第 2の パ ー ジ ド ロ ー 圧 力 を 達 成 す る よ う に 第 2の
パ ー ジ ド ロ ー ガ ス 流 量 を 制 御 す る こ と を 含 む 、 こ と を さ ら に 特 徴 と す る 請 求 項 1に 記 載 の
方 法 。
【 請 求 項 ５ 】
　 前 記 選 択 さ れ た 第 2の 投 与 流 量 で 且 つ 独 立 に 選 択 さ れ た 第 2の 投 与 圧 力 で 、 第 2の 化 学 反
応 物 質 ガ ス を 蒸 着 チ ャ ン バ に 流 す こ と は 、
　 蒸 着 チ ャ ン バ へ の 第 2の 化 学 反 応 物 質 ガ ス の 第 2の 投 与 流 量 を 制 御 す る こ と と ；
　 蒸 着 チ ャ ン バ の 下 流 側 の ド ロ ー 圧 力 を 制 御 す る こ と に よ り 第 2の 投 与 流 量 と 蒸 着 チ ャ ン
バ か ら 出 る 第 2の 化 学 反 応 物 質 ガ ス の 第 2の 化 学 物 質 ド ロ ー と の 間 に 不 一 致 を 独 立 に 故 意 に
発 生 さ せ 、 圧 力 移 行 期 間 中 に 蒸 着 チ ャ ン バ 内 の 第 2の 投 与 圧 力 を 実 質 的 に 変 化 さ せ て 不 一
致 を 実 質 的 に 減 少 さ せ 、 こ う し て 第 2の 化 学 物 質 ド ロ ー を 第 2の 投 与 流 量 に 実 質 的 に 一 致 さ
せ る こ と を 含 む 、 こ と を さ ら に 特 徴 と す る 請 求 項 1に 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 ６ 】
　 プ ロ セ ス チ ャ ン バ （ 114） 内 で の ガ ス の 流 れ 、 ド ロ ー お よ び 圧 力 を 調 節 す る 装 置 で あ っ
て 、 プ ロ セ ス チ ャ ン バ に 連 結 さ れ て い て プ ロ セ ス チ ャ ン バ お よ び ド ロ ー 排 気 ラ イ ン （ 118
） へ の ガ ス の 流 量 を 制 御 す る よ う に 構 成 さ れ て い る プ ロ セ ス ガ ス 導 管 （ 110） を 具 備 し 、
　 ド ロ ー 制 御 チ ャ ン バ （ 116） ；
　 プ ロ セ ス チ ャ ン バ と ド ロ ー 制 御 チ ャ ン バ と の 間 で 連 続 流 体 連 通 状 態 に あ る プ ロ セ ス チ ャ
ン バ 流 量 制 限 要 素 （ FRE） （ 115） ；
　 ド ロ ー 制 御 チ ャ ン バ と 連 続 流 体 連 通 状 態 に あ る ド ロ ー 排 気 ラ イ ン （ 118） ；
　 ド ロ ー 制 御 チ ャ ン バ と ド ロ ー 排 気 ラ イ ン と の 間 で 連 続 流 体 連 通 状 態 に あ る ド ロ ー 制 御 FR
E（ 117）
に よ り 特 徴 付 け ら れ る 装 置 。
【 請 求 項 ７ 】
　 前 記 プ ロ セ ス チ ャ ン バ （ 114） と 前 記 ド ロ ー 制 御 チ ャ ン バ （ 116） と の 間 で 連 続 流 体 連 通
状 態 に あ る ド ロ ー ガ ス 導 入 チ ャ ン バ （ DGIC） （ 630） ；
　 DGICへ の ド ロ ー ガ ス の 流 れ を 制 御 す る た め の ド ロ ー 源 遮 断 弁 （ 120） ；
　 前 記 プ ロ セ ス チ ャ ン バ と DGICと の 間 に 位 置 づ け ら れ て い る プ ロ セ ス チ ャ ン バ FRE（ 115）
；
　 DGICと ド ロ ー 制 御 チ ャ ン バ と の 間 に 位 置 づ け ら れ て い る DGIC-FRE（ 632） ；
　 ド ロ ー 源 遮 断 弁 と DGICと の 間 で 連 続 流 体 連 通 状 態 で 位 置 づ け ら れ て い る ド ロ ー 源 -FRE（
121） ； お よ び
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　 DGICに 近 接 す る ド ロ ー ガ ス プ レ ナ ム （ 832）
に よ り さ ら に 特 徴 付 け ら れ る 、 請 求 項 6に 記 載 の 装 置 。
【 請 求 項 ８ 】
　 前 記 ド ロ ー 制 御 チ ャ ン バ 内 に 位 置 づ け ら れ て い る 排 除 表 面 （ 634） お よ び
　 排 除 を 強 め る た め に 前 記 ド ロ ー 制 御 チ ャ ン バ へ 反 応 性 ガ ス を 導 入 す る た め の 反 応 性 ガ ス
入 口 （ 840）
に よ り さ ら に 特 徴 付 け ら れ る 、 請 求 項 6に 記 載 の 装 置 。
【 請 求 項 ９ 】
　 基 板 ホ ル ダ （ 620） お よ び ヒ ー タ ー を 具 備 す る 原 子 層 蒸 着 チ ャ ン バ （ 114） 、 原 子 層 蒸 着
チ ャ ン バ に 連 結 可 能 な 複 数 の 化 学 物 質 ガ ス 源 （ 105、 105'） 、 パ ー ジ ガ ス 源 （ 604） 、 パ ー
ジ ガ ス 源 と 原 子 層 蒸 着 チ ャ ン バ と の 間 で 連 続 流 体 連 通 状 態 に あ る パ ー ジ ガ ス 源 遮 断 弁 （ 10
2） 、 お よ び 原 子 層 蒸 着 チ ャ ン バ に 連 結 可 能 な 真 空 ポ ン プ （ 640） を 具 備 す る 原 子 層 蒸 着 シ
ス テ ム で あ っ て 、
　 ド ロ ー ガ ス 導 入 チ ャ ン バ （ DGIC） （ 630） ；
　 原 子 層 蒸 着 チ ャ ン バ と DGICと の 間 で 連 続 流 体 連 通 状 態 に あ る 蒸 着 チ ャ ン バ 流 量 制 限 要 素
（ FRE） （ 115） ；
　 ド ロ ー ガ ス 源 （ 602） ；
　 ド ロ ー ガ ス 源 と DGICと の 間 で 連 続 流 体 連 通 状 態 に あ る ド ロ ー ガ ス 源 遮 断 弁 （ 120） ；
　 ド ロ ー ガ ス 源 と DGICと の 間 で 連 続 流 体 連 通 状 態 に あ る ド ロ ー 源 -FRE（ 121） ；
　 ド ロ ー 制 御 チ ャ ン バ （ 116） ；
　 DGICと ド ロ ー 制 御 チ ャ ン バ と の 間 で 連 続 流 体 連 通 状 態 に あ る DGIC-FRE（ 632） ；
　 ド ロ ー 制 御 チ ャ ン バ と 連 続 流 体 連 通 状 態 に あ る ド ロ ー 制 御 出 口 （ 124） ；
　 ド ロ ー 制 御 出 口 と 連 続 流 体 連 通 状 態 に あ る 真 空 ポ ン プ （ 640） ； お よ び
　 ド ロ ー 制 御 出 口 と 真 空 ポ ン プ と の 間 で 連 続 流 体 連 通 状 態 に あ る ド ロ ー 制 御 FRE（ 117）
に よ り 特 徴 付 け ら れ る シ ス テ ム 。
【 請 求 項 １ ０ 】
　 前 記 化 学 物 質 ガ ス 源 の １ と 連 続 流 体 連 通 状 態 に あ る 複 数 の ブ ー ス タ ー チ ャ ン バ （ 107、 1
07'） ；
　 前 記 化 学 物 質 ガ ス 源 の １ と ブ ー ス タ ー チ ャ ン バ の １ と の 間 で 連 続 流 体 連 通 状 態 に あ る 複
数 の 化 学 物 質 源 FRE（ 106、 106'） ；
　 ブ ー ス タ ー チ ャ ン バ の １ と 原 子 層 蒸 着 チ ャ ン バ と の 間 で 連 続 流 体 連 通 状 態 に あ る 複 数 の
化 学 物 質 投 与 遮 断 弁 （ 110、 110'） ；
　 ブ ー ス タ ー チ ャ ン バ の １ と 原 子 層 蒸 着 チ ャ ン バ と の 間 で 連 続 流 体 連 通 状 態 に あ る 複 数 の
ブ ー ス タ ー -FRE（ 109、 109'） ；
　 パ ー ジ ガ ス 源 と 原 子 層 蒸 着 チ ャ ン バ と の 間 で 連 続 流 体 連 通 状 態 に あ る パ ー ジ ガ ス 源 -FRE
（ 103） ； お よ び
　 反 応 容 器 壁 （ 802） と 容 器 内 部 （ 808） と を 有 し 、 前 記 原 子 層 蒸 着 チ ャ ン バ （ 203） 、 前
記 DGIC（ 820） 、 前 記 ド ロ ー 制 御 チ ャ ン バ （ 208） を 囲 包 す る 反 応 容 器 （ 800）
に よ り さ ら に 特 徴 付 け ら れ る 、 請 求 項 ９ に 記 載 の 装 置 。
【 請 求 項 １ １ 】
　 前 記 反 応 容 器 壁 を 貫 通 す る 基 板 移 動 ス ロ ッ ト （ 852） ；
　 前 記 反 応 容 器 壁 内 の 連 続 周 囲 空 隙 （ 854） ；
　 連 続 周 囲 シ ー リ ン グ ポ ペ ッ ト 弁 （ 856） ；
　 開 位 置 と 閉 位 置 と の 間 で シ ー リ ン グ ポ ペ ッ ト 弁 を 移 動 さ せ る た め の ア ク チ ュ エ ー タ （ 85
8） ： お よ び
　 前 記 反 応 容 器 内 の 周 囲 ス ロ ッ ト バ ル ブ （ 850） を 具 備 し 、
　 該 シ ー リ ン グ ポ ペ ッ ト 弁 は 、 閉 位 置 に あ る 時 に 周 囲 空 隙 内 に 移 動 し て 、 開 位 置 に あ る 時
に 周 囲 空 隙 の 外 に 移 動 し 、
　 該 基 板 移 動 ス ロ ッ ト は 、 前 記 基 板 ホ ル ダ の 基 板 支 持 表 面 （ 205） と 実 質 的 に 面 一 で あ り
、
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　 該 周 囲 空 隙 は 、 該 基 板 移 動 ス ロ ッ ト と 実 質 的 に 面 一 で あ り 、
　 該 基 板 移 動 ス ロ ッ ト は 、 シ ー リ ン グ ポ ペ ッ ト 弁 が 開 位 置 に あ る と き に 反 応 容 器 壁 を 基 板
ホ ル ダ ま で 貫 通 す る 基 板 移 動 チ ャ ネ ル を 画 定 し 、
　 シ ー リ ン グ ポ ペ ッ ト 弁 は 、 閉 位 置 に あ る と き に 基 板 移 動 ス ロ ッ ト を 容 器 内 部 か ら 分 離 し
、
　 閉 位 置 に あ る シ ー リ ン グ ポ ペ ッ ト 弁 は 、 容 器 内 部 内 に プ ロ セ ス ガ ス 流 路 の 内 側 シ ー リ ン
グ 壁 （ 862） を 形 成 し 、
　 該 内 側 シ ー リ ン グ 壁 の 一 部 は DGIC（ 820） の 一 部 を 画 定 し 、
　 該 周 囲 ス ロ ッ ト バ ル ブ は 、 固 定 上 部 周 囲 シ ー リ ン グ 表 面 （ 870） ； 固 定 上 部 周 囲 シ ー リ
ン グ 表 面 に 対 応 す る 上 部 ポ ペ ッ ト 弁 周 囲 シ ー リ ン グ 表 面 （ 872） ； 上 部 周 囲 シ ー ル （ 873）
； 固 定 下 部 周 囲 シ ー リ ン グ 表 面 （ 874） ； 固 定 下 部 周 囲 シ ー リ ン グ 表 面 に 対 応 す る 下 部 ポ
ペ ッ ト 弁 周 囲 シ ー リ ン グ 表 面 （ 876） ； お よ び 下 部 周 囲 シ ー ル （ 877） を 具 備 し 、 上 部 シ ー
リ ン グ 表 面 、 下 部 シ ー リ ン グ 表 面 お よ び 周 囲 シ ー ル は 、 シ ー リ ン グ ポ ペ ッ ト 弁 が 閉 位 置 に
あ る と き に 容 器 内 部 を シ ー ル す る よ う に 構 成 さ れ て い る
こ と に よ り さ ら に 特 徴 付 け ら れ る 、 請 求 項 10に 記 載 の 装 置 。
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